
平成２１年 第１回定例議会号 

議会だより ７８号        ２ 

平成２１年度当初予算総額は 

７４億１８８３万９千円 （前年比5.5％減） 

一般会計は４９億６２７２万６千円（前年比13.7％増） 

平成２１年度 佐呂間町各会計当初予算 

 

 第１回定例会が３月１０日から１７日の間で

開催され､平成２１年度一般会計ほか７特別会

計予算を審議し､原案のとおり可決しました｡ 

 

審

 

議

 

し

 

た

 

議

 

案 

□
平
成
21
年
度
佐
呂
間
町
一
般 

 

会
計
予
算 

□
平
成
21
年
度
佐
呂
間
町
簡
易 

 

水
道
特
別
会
計
予
算 

□
平
成
21
年
度
佐
呂
間
町
国
民 

 

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算 

□
平
成
21
年
度
佐
呂
間
町
老
人 

 

保
健
特
別
会
計
予
算 

□
平
成
21
年
度
佐
呂
間
町
公
共 

 

下
水
道
特
別
会
計
予
算 

□
平
成
21
年
度
佐
呂
間
町
介
護 

 

保
険
特
別
会
計
予
算 

□
平
成
21
年
度
佐
呂
間
町
介
護 

 
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
予
算 

□
平
成
21
年
度
佐
呂
間
町
後
期 

 

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算 

 

平
成
21
年
度
各
会
計
予
算
に
つ

い
て
は
、
議
長
を
除
く
11
名
に
よ

る
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ 

審
議
を
行
い
ま
し
た
。 

 

本
会
議
に
お
い
て
委
員
長
よ
り

審
査
結
果
報
告
が
な
さ
れ
、
採
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と 

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

委
員
長
報
告
の
要
旨
、
特
別
委
員

会
で
の
質
疑
の
内
容
は
７
〜
９
頁

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

会 計 区 分 
２ １ 年 度 

当 初 予 算 

２ ０ 年 度 

当 初 予 算 

対 前 年 度 

増 減 額 
増 減 率 

一 般 会 計  4,962,726 4,363,725 599,001 13.7% 

簡 易 水 道 460,379 620,069 △159,690 △25.8% 

国 民 健 康 

保 険 974,792 968,519 6,273 0.6% 

老 人 保 健 872 77,440 △76,568 △98.9% 

公 共 下 水 道 245,424 246,171 △747 △0.3% 

介 護 保 険 494,695 482,472 12,223 2.5% 

介 護 サ ー 

ビ ス 事 業 212,764 203,009 9,755 4.8% 

合    計  7,418,839 7,030,883 387,956 5.5% 

特 
 
 

別 
 
 

会 
 
 

計 

後 期 高 齢 者 

医 療 67,187 69,478 △2,291 △7.9% 

単位：千円 

 

 

 

 

・審議した議案① 

ケアハウス増築事業に４億３３００万円の補助！ 



平成２１年 第１回定例議会号 

３        議会だより ７８号 

 

 

 

 

・審議した議案② 

 

 条例制定１件、条例改正３件、条例廃止１件

の計５件と同意案件２件、その他案件４件の審

議を行い、すべて可決しました。 

□
佐
呂
間
町
介
護
従
事
者
処
遇 

 

改
善
臨
時
特
例
基
金
条
例
の 

 

制
定
に
つ
い
て 

 

介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
の
た

め
の
緊
急
特
別
対
策
と
し
て
、
介

護
報
酬
の
改
定
に
伴
う
介
護
保
険

料
の
急
激
な
上
昇
の
抑
制
を
行
う

た
め
、
保
険
料
上
昇
分
が
国
か
ら

交
付
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
交
付
金

を
積
み
立
て
る
た
め
の
基
金
が
設 

置
さ
れ
ま
し
た
。 

 

□
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
に
関 

 

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す 

 

る
条
例
制
定
に
つ
い
て 

□
重
度
心
身
障
害
者
及
び
ひ
と 

 

り
親
家
庭
等
の
医
療
費
の
助 

 

成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を 

 

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い 

 

て 

 

児
童
福
祉
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
公
布
に
伴
い
、
小
規
模

住
居
型
児
童
養
育
事
業
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
の
事
業
に
係
る

医
療
費
に
つ
い
て
は
国
に
よ
る
公

費
負
担
と
な
る
こ
と
か
ら
、
本
町

の
乳
幼
児
等
医
療
費
、
重
度
心
身

障
害
者
及
び
ひ
と
り
親
家
庭
等
の

医
療
費
の
助
成
対
象
外
と
す
る
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し 

た
。 

 

□
佐
呂
間
町
総
合
介
護
条
例
の 

 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定 

 

に
つ
い
て 

 

平
成
21
年
度
か
ら
平
成
23
年

度
の
基
準
保
険
料
に
つ
い
て
、
介

護
報
酬
は
３
％
ア
ッ
プ
し
ま
す

が
、
国
か
ら
の
交
付
金
及
び
町
費

負
担
に
よ
り
平
成
20
年
度
と
同
水

準
と
す
る
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
低

所
得
者
層
に
配
慮
し
た
所
得
階
層

区
分
の
設
定
等
の
た
め
条
例
の
一 

部
を
改
正
し
ま
し
た
。 

 

□
サ
ロ
マ
湖
地
域
水
産
廃
棄
物 

 

処
理
施
設
の
設
置
及
び
管
理 

 

に
関
す
る
条
例
及
び
サ
ロ
マ 

 

湖
地
域
水
産
廃
棄
物
処
理
施 

 

設
整
備
基
金
の
設
置
、
管
理 

 
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
を 

 
廃
止
す
る
条
例
制
定
に
つ
い 

 

て 

 

平
成
６
年
に
ホ
タ
テ
ウ
ロ
の
焼

却
処
理
の
た
め
設
置
さ
れ
た
サ
ロ

マ
湖
地
域
水
産
廃
棄
物
処
理
施
設

を
廃
止
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
関
係
す
る
２
本
の
条
例
を
廃 

止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

□
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て 

 

平
成
21
年
度
に
計
画
し
て
い
る

ケ
ア
ハ
ウ
ス
を
20
床
増
築
す
る
た

め
の
用
地
を
無
償
に
て
譲
渡
す
る 

も
の
で
す
。 

・
土
地
の
所
在
地
・
種
別
・
数
量 

      
宮
前
町
１
５
２
番
36 

      
宅
地 

２
８
８
８
．
93
㎡ 

□
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会 

  

委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を 

 
 

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て 

 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
と
し
て
、
次
の
方
の
選
任
に
同 

意
し
ま
し
た
。 

 

◎
幌 

岩 
  

斉 

藤 

則 

雄 

氏 

 

□
網
走
支
庁
管
内
町
村
公
平
委 

  

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同 

 
 

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て 

 

網
走
支
庁
管
内
町
村
公
平
委
員

会
委
員
と
し
て
、
次
の
方
の
選
任 

を
同
意
し
ま
し
た
。 

 

◎
斜
里
郡
清
里
町 

 
 
 
 
 
     

安 

井 

敏 

和 

氏 

・
評
価
額 

 

１
７
８
７
万
８
千
円 

・
譲
渡
す
る
相
手
方 

   

社
会
福
祉
法
人
サ
ロ
マ
福
祉
会 

      

理

事

長

 
 

安

藤

嘉

朗 

 

□
佐
呂
間
町
道
路
線
の
認
定
に 

 

つ
い
て 

 

新
佐
呂
間
ト
ン
ネ
ル
完
成
に
伴

い
ル
ク
シ
峠
道
路
が
国
か
ら
移
管

と
な
っ
た
こ
と
及
び
道
々
留
辺
蘂

浜
佐
呂
間
線
の
知
来
、
仁
倉
地
区

の
新
道
路
完
成
に
伴
い
広
瀬
峠
道

路
が
道
か
ら
移
管
と
な
っ
た
こ
と 

か
ら
町
道
に
認
定
と
な
り
ま
し 

た
。 

 

□
佐
呂
間
町
道
路
線
の
変
更
に 

 

つ
い
て 

 

道
々
留
辺
蘂
浜
佐
呂
間
線
が
新

道
に
切
り
替
わ
っ
た
こ
と
か
ら
知

来
、
仁
倉
地
区
の
町
道
の
起
点
、
終

点
、
総
延
長
が
変
更
と
な
る
も
の 

で
す
。 

 

□
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ 

 

い
て 

 

自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
町
が
行

う
損
害
賠
償
の
額
が
次
の
と
お 

り
決
定
と
な
り
ま
し
た
。 

◎
損
害
賠
償
の
額
及
び
相
手
方 

 
 

１
１
万
３
６
５
７
円 

 
 

浜
佐
呂
間 

高
嶋
美
紀
さ
ん 



平成２１年 第１回定例議会号 

議会だより ７８号        ４ 

 
 

 平成２０年度一般会計ほか６特別会計の補正

予算を原案のとおり可決しました。 

 

定
額
給
付
金
と
し
て
９
７
３
５
万
円
を
計
上
!! 

…

平

成

20

年

度

各

会

計

補

正

予

算

… 

２
１
３
７
万
８
千
円
減 

・
佐
呂
間
町
老
人
保
健
特
別
会
計 

 

繰
入
金 

４
０
５
１
万
２
千
円 

・
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
中
継
局 

 

整
備
事
業
費
債 １

３
１
０
万
円
減 

 

【
主
な
歳
出
】 

・
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
中
継
局 

 

整
備
工
事 

２
６
０
５
万
円
減 

・
各
公
共
施
設
整
備
基
金
積
立
金 

 
 

１
億
６
１
０
０
万
円 

・
定
額
給
付
金 ９

７
３
５
万
２
千
円 

・
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
等
施
設 

 

整
備
事
業
費
補
助
金 

４
４
３
３
万
３
千
円 

・
用
地
購
入
費 １

７
８
７
万
８
千
円 

・
道
営
土
地
改
良
事
業
等
負
担
金 

１
６
３
８
万
６
千
円
減 

・
漁
港
修
築
事
業
地
元
負
担
金 

１
１
３
１
万
６
千
円
減 

・
佐
呂
間
町
簡
易
水
道
特
別
会
計 

 

繰
出
金 

１
５
７
３
万
４
千
円
減 

・
佐
呂
間
町
公
共
下
水
道
特
別
会 

 

計
繰
出
金 １

２
３
７
万
２
千
円
減 

 

・
道
補
助
金(

普
通
調
整
交
付
金) 

 
 

１
０
７
２
万
２
千
円 

・
高
額
医
療
費
共
同
事
業
交
付
金                   

１
６
７
２
万
５
千
円
減 

・
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
交 

 

付
金 

 
 

１
２
８
１
万
１
千
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
負 

 

担
金 

１
５
５
１
万
６
千
円
減 

 

□
平
成
20
年
度
佐
呂
間
町
老
人 

 

保
健
特
別
会
計
補
正
予
算 

（
第
３
号
） 

 

３
８
８
５
万
９
千
円
が
追
加
さ

れ
、
予
算
の
総
額
が
１
億
２
７
２ 

３
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
前
年
度
繰
越
金 

４
６
９
０
万
４
千
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
一
般
会
計
繰
出
金 

４
０
５
１
万
２
千
円 

 

□
平
成
20
年
度
佐
呂
間
町
公
共 

 

下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算 

（
第
３
号
） 

 

６
５
５
万
１
千
円
が
減
額
さ

れ
、
予
算
の
総
額
が
２
億
４
２
６ 

７
万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
一
般
会
計
繰
入
金 

１
２
３
７
万
２
千
円
減 

前
年
度
繰
越
金 

５
７
６
万
８
千
円 

□
平
成
20
年
度
佐
呂
間
町
一
般 

 

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
） 

 

２
億
２
７
１
２
万
７
千
円
が
追

加
さ
れ
、
予
算
の
総
額
が
49
億
２

９
５
７
万
９
千
円
に
な
り
ま
し 

た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
普
通
交
付
税 

２
億
７
０
１
９
万
３
千
円 

・
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
中
継
局 

 

整
備
事
業
費
補
助
金 

１
３
０
２
万
６
千
円
減 

・
定
額
給
付
金
給
付
事
業
費
補
助 

 

金 
 
 

９
７
３
５
万
２
千
円 

・
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
等
施
設
整 

 

備
交
付
金 

４
１
０
３
万
４
千
円 

・
地
域
活
性
化
・
緊
急
安
心
実
現
総 

 

合
対
策
交
付
金 

１
８
７
７
万
８
千
円 

・
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時 

 

交
付
金 

１
億
５
７
５
５
万
円 

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金 

２
億
６
０
０
万
円
減 

・
減
債
基
金
繰
入
金 

２
０
０
０
万
円
減 

・
各
公
共
施
設
整
備
基
金
繰
入
金 

 

８
５
０
０
万
円
減 

・
国
鉄
湧
網
線
代
替
輸
送
確
保
基 

 

金
繰
入
金  

□
平
成
20
年
度
佐
呂
間
町
簡
易 

 

水
道
特
別
会
計
補
正
予
算 

（
第
４
号
） 

 

３
７
１
２
万
１
千
円
が
減
額
さ

れ
、
予
算
の
総
額
が
５
億
９
１
７ 

２
万
２
千
円
に
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
簡
易
水
道
使
用
料 １

２
０
０
万
円 

・
一
般
会
計
繰
入
金 

１
５
７
３
万
４
千
円
減 

・
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
費
債 

２
３
４
０
万
円
減 

【
主
な
歳
出
】 

・
佐
呂
間
簡
易
水
道
施
設
更
新
工 

 

事 
 
 
 

２
１
９
４
万
円
減 

 

□
平
成
20
年
度
佐
呂
間
町
国
民 

 

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予 

 

算 
 
 
 
 

（
第
３
号
） 

 

２
７
５
８
万
３
千
円
が
減
額
さ

れ
、
予
算
の
総
額
が
８
億
９
３
７ 

２
万
２
千
円
に
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
療
養
給
付
費
等
負
担
金
現
年
度 

 

分 
 

１
２
２
２
万
８
千
円
減 

・
国
庫
補
助
金
（
普
通
調
整
交
付 

 
金
） 

２
０
２
９
万
９
千
円
減 

 

 

 

 

・審議した議案③ 
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・審議した議案④ 

【
主
な
歳
出
】 

・
下
水
道
施
設
補
修
工
事 

１
１
８
万
９
千
円
減  

□
平
成
20
年
度
佐
呂
間
町
介
護 

 

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算 

（
第
４
号
） 

 

７
５
８
万
９
千
円
が
減
額
さ
れ

予
算
の
総
額
が
４
億
８
０
７
４
万 

円
と
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
介
護
給
付
費
負
担
金
現
年
度
分 

 
（
国
庫
負
担
金
） 

３
８
０
万
２
千
円
減 

・
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特 

 

例
交
付
金 

 
 

３
８
１
万
円 

・
介
護
給
付
費
交
付
金
現
年
度
分 

７
９
８
万
８
千
円
減 

・
介
護
給
付
費
負
担
金
現
年
度
分 

 

（
道
負
担
金
） 

２
６
８
万
２
千
円
減 

・
介
護
給
付
費
繰
入
金 

２
８
５
万
円
減 

・
事
務
費
繰
入
金 

２
３
０
万
８
千
円
減 

・
介
護
給
付
準
備
基
金
繰
入
金 

３
８
６
万
２
千
円
減 

・
前
年
度
繰
越
金 ８

８
３
万
２
千
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費 

 
 

９
５
４
万
円
減 

・
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費 

２
１
４
万
８
千
円
減 

・
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
給
付 

 

費 
 
 

４
２
１
万
９
千
円
減 

・
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費 

２
７
０
万
６
千
円 

・
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特 

 

例
基
金
積
立
金    

３
８
１
万
円 

 

□
平
成
20
年
度
佐
呂
間
町
後
期 

 

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正 

 

予
算 
 
 
 

（
第
２
号
） 

 

７
９
３
万
７
千
円
が
減
額
さ
れ

予
算
の
総
額
が
６
１
７
２
万
４
千 

円
と
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
現
年
度
分
特
別
徴
収
保
険
料 

１
２
１
０
万
９
千
円
減 

・
現
年
度
分
普
通
徴
収
保
険
料 

３
８
７
万
６
千
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
保 

 

険
料
等
負
担
金 

 

７
３
１
万
３
千
円
減 

ふ
る
さ
と
商
品
券
の
購
入
は 

町
職
員
も
自
主
的
に
協
力
！ 

補正予算 

質疑の中から 

◎
定
額
給
付
金
に
つ
い
て 

【
質
】
定
額
給
付
金
の
作
業
は
ス 

ム
ー
ズ
に
進
ん
で
い
る
か
。 

【
答
】
順
調
に
事
務
を
進
め
て
お

り
、
今
後
、
通
知
書
発
送
後
は
、
高

齢
者
等
の
利
便
性
に
考
慮
し
、
町

内
10
ヶ
所
で
２
日
間
臨
時
の
受
付

所
を
設
け
、
さ
ら
に
月
末
の
土
日

に
は
役
場
で
も
受
付
を
し
、
４
月

10
日
頃
か
ら
支
給
を
開
始
す
る
予 

定
で
す
。 

 

◎
漁
業
資
源
調
査
船
に
か
か
る 

 

補
助
金
に
つ
い
て 

【
質
】
漁
業
資
源
調
査
船
の
補
助

金
７
０
０
万
円
が
減
額
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
内
容
は
。 

【
答
】
当
初
予
定
で
は
、
旧
調
査
船

を
廃
船
と
す
る
計
画
で
し
た
が
、
売

却
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
２
１
０
０
万
円
に
事
業
費
に

係
る
町
の
補
助
率
１
／
３
を
掛
け 

た
分
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。 

 

◎
子
育
て
応
援
特
別
手
当
に
つ 

 

い
て 

【
質
】
国
の
制
度
で
は
、
不
公
平
感

が
あ
る
の
で
、
本
町
は
全
国
に
先

駆
け
て
対
象
者
を
拡
大
し
た
が
、

こ
の
制
度
を
継
続
で
き
な
い
か
。 

定
額
給
付
金
の
支
給
は 

４
月
10
日
頃
か
ら
開
始
！ 

【
答
】
国
の
制
度
に
プ
ラ
ス
し
て
、

対
象
者
を
拡
大
し
た
の
で
、
基
準

日
（
２
月
１
日
）
後
で
あ
る
２
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
子
に
は
支
給 

さ
れ
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
手
当
と
は
別
に
子
育
て
対

策
に
つ
い
て
、
こ
の
一
年
を
掛
け

て
、
来
年
の
予
算
に
向
け
検
討
す 

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

◎
後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査
に 

 

つ
い
て 

【
質
】
後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査

の
の
受
診
者
が
、
少
な
か
っ
た
と

言
う
こ
と
だ
が
、
検
診
の
周
知
は

で
き
て
い
る
の
か
。 

【
答
】
後
期
高
齢
者
の
検
診
は
、
広

域
連
合
が
保
険
者
で
実
施
の
義
務

が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
は
無
理

な
の
で
、
そ
れ
を
町
に
委
託
し
て 

や
る
も
の
で
す
。 

 

検
診
の
案
内
は
、
自
治
会
の
回

覧
板
で
回
し
て
い
ま
す
が
、
75
歳

以
上
と
な
る
と
病
院
に
か
か
っ
て

る
方
も
多
い
の
で
、
検
診
を
受
け

な
い
場
合
も
あ
る
の
か
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
や
は
り
検
診
を
受

け
て
日
々
の
健
康
状
態
を
確
認
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
Ｐ
Ｒ
も
や
っ 

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 



平成２１年 第１回定例議会号 

議会だより ７８号        ６ 

 
  

２件の意見書を可決し関係省庁に提出しました。 

 

町長より行政報告がなされました。 

 

（ 要  旨 ） 

誕
生
し
た
第
２
子
（
二
人
目
）
以
降

に
つ
い
て
も
、
本
町
独
自
の
子
育

て
応
援
特
別
手
当
を
支
給
す
る
こ 

と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

 

国
の
制
度
対
象
者
全
世
帯
分

（
63
世
帯
、
66
児
童
分
）
の
２
３

７
万
円
は
、
事
務
費
を
含
め
全
額

国
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。
本
町
単

独
事
業
分
（
77
世
帯
、
86
児
童
分
）

と
し
て
３
０
９
万
６
千
円
を
子
育

て
に
対
す
る
支
援
事
業
と
し
て
ご

理
解
を
頂
き
、
平
成
20
年
度
補
正

予
算
に
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま 

し
た
。 

 

□
プ
レ
ミ
ア
ム
付
全
町
共
通
商 

 

品
券
に
つ
い
て 

 

昨
年
の
第
４
回
定
例
会
に
お
い

て
予
算
補
正
を
行
っ
た
商
工
会
主

体
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
全
町
商
品
券 

は
既
に
完
売
い
た
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
衆
議
院
で
可
決
と
な
っ

た
国
か
ら
の
定
額
給
付
金
支
給
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
事
務
作
業
を
進

め
て
お
り
ま
す
が
、
定
額
給
付
金

は
国
の
経
済
対
策
と
し
て
、
地
元

消
費
の
拡
大
を
促
進
し
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
目
的
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
本
町
に
お
い
て
は
、
商

工
会
と
も
今
後
検
討
し
た
上
で
、

第
２
回
目
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
の
発
行
に
向
け
て
取
り
組
み
を 

進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

□
子
育
て
応
援
特
別
手
当
支
給 

 

事
業
に
つ
い
て 

 

国
は
、
平
成
20
年
度
第
２
次
補

正
予
算
に
お
い
て
「
生
活
対
策
」
の

一
環
と
し
て
、
多
子
世
帯
の
幼
児

教
育
期
の
負
担
に
配
慮
す
る
と
の

観
点
か
ら
、
20
年
度
限
り
の
措
置

と
し
て
、
小
学
校
就
学
前
３
年
間

に
第
２
子
以
降
に
該
当
す
る
子
ど

も
を
対
象
に
、
一
人
当
た
り
３
万

６
千
円
を
支
給
す
る
制
度
を
創
設 

し
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
を
扶
養
す
る
世
帯
主
が

住
所
地
の
市
町
村
に
対
し
て
申
請

を
行
い
、
基
本
的
に
は
口
座
振
替

で
支
給
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

国
の
制
度
で
は
３
歳
の
一
部
か
ら

６
歳
ま
で
の
子
ど
も
だ
け
が
対
象

と
な
る
こ
と
か
ら
、
本
町
と
し
て

は
、
国
の
対
象
範
囲
を
拡
大
し
て

本
町
に
お
け
る
多
子
世
帯
の
う

ち
、
平
成
21
年
２
月
１
日
ま
で
に

 

 

 

 

    ・審議した議案⑤ 

    ・町長行政報告 

□
北
海
道
の
自
衛
隊
体
制
維
持 

 

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に 

 

つ
い
て 

 

北
海
道
に
配
置
さ
れ
て
い
る
自

衛
隊
は
、
国
土
防
衛
は
も
と
よ
り
、

災
害
発
生
時
の
救
援
・
救
難
活
動

や
救
急
搬
送
な
ど
道
民
の
安
全
安

心
の
確
保
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
衛
隊
の

定
数
削
減
や
駐
屯
地
な
ど
の
廃
止

を
せ
ず
、
地
域
の
意
向
を
十
分
配

慮
し
、
道
内
に
お
け
る
自
衛
隊
の

体
制
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
要
望
す

る
意
見
書
が
可
決
さ
れ
、
衆
参
両

院
議
長
ほ
か
関
係
省
大
臣
宛
に
提 

出
し
ま
し
た
。 

 

□
市
町
村
立
病
院
の
経
営
安
定 

 

化
と
療
養
病
床
の
維
持
存
続 

 

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に 

 

つ
い
て 

 

２
０
０
６
年
に
医
療
制
度
改
革

関
連
法
が
成
立
し
、
介
護
療
養
病

床
を
２
０
１
２
年
３
月
で
廃
止

し
、
医
療
療
養
病
床
も
大
幅
に
削 

減
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
介
護
療
養
病
床
の
転
換

先
で
あ
る
介
護
療
養
型
老
人
施
設

は
医
師
、
看
護
師
の
配
置
も
手
薄

く
な
り
、
現
在
の
医
療
行
為
を
提

供
す
る
こ
と
は
困
難
で
、
こ
の
ま

ま
い
く
と
医
療
難
民
、
介
護
難
民

が
多
数
出
て
、
結
果
と
し
て
医
療

の
地
域
格
差
を
広
げ
、
地
域
医
療 

の
崩
壊
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま 

す
。 

 

地
域
医
療
は
、
住
民
に
と
っ
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
生
活
基
盤
で

あ
り
、
こ
れ
を
守
る
た
め
、
療
養
病

床
を
持
つ
病
院
や
小
規
模
病
院
の

経
営
安
定
の
た
め
の
診
療
報
酬
の

増
額
、
地
方
交
付
税
措
置
の
拡
充
、

医
療
療
養
病
床
の
維
持
と
共
に
介

護
療
養
病
床
の
存
続
を
要
望
す
る

意
見
書
が
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
、
衆
参
両
院
議
長
ほ
か
関
係
省 

大
臣
宛
に
提
出
し
ま
し
た
。 


